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職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

訓
練
の
認
定
基
準
の
改
正

一

認
定
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
職
業
訓
練
（
以
下
「
申
請
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
、
過
去
に
申
請
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
就
職
率
の
実
績

を
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
要
件
を
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
一
号
ロ
関
係
）

就
職
率
の
算
定
対
象
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
者
を
除
外
す
る
こ
と
。

（一）

就
職
率
の
算
定
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
連
続
し
て
訓
練
を
受
講
を
す
る
者
に
、
基
礎
訓
練
か
ら
実
践
訓
練
へ
の
連

（二）
続
し
た
受
講
を
す
る
者
を
加
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

連
続
す
る
三
年
間
の
間
に
二
以
上
の
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
職
業
訓
練
の
就

（三）
職
率
が
、
そ
の
定
め
る
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
は
一
年
間
の
欠
格
と
し
、
一
年
間
の
欠
格
の
後
、
再
び
連
続
す
る
三
年

間
の
間
に
二
以
上
の
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
の
就
職
率
が
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
を
欠
格
と
す
る
こ

と
。

二

申
請
職
業
訓
練
の
訓
練
期
間
の
要
件
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
申
請
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

別紙
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る
範
囲
内
に
お
い
て
適
切
な
期
間
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
五
号
関
係
）

基
礎
訓
練

二
月
以
上
四
月
以
下

（一）

実
践
訓
練

三
月
以
上
六
月
以
下

（二）
三

申
請
職
業
訓
練
の
訓
練
時
間
の
要
件
に
つ
い
て
、
乳
児
、
幼
児
又
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す
る
特
定
求

職
者
等
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
号
に
規
定

す
る
対
象
家
族
を
介
護
す
る
特
定
求
職
者
等
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
特
定
求
職
者
等
に
対
し
て
行
う
申
請
職

業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
一
月
に
つ
き
八
十
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
日
に
つ
き
原
則
と
し
て
四
時
間
以
上
六
時
間
以

下
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
六
号
関
係
）

四

習
得
さ
れ
た
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
の
評
価
の
要
件
に
つ
い
て
、
特
定
求
職
者
等
が
申
請
職
業
訓
練
を
受
け
る

期
間
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
月
一
回
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
十
三
号
関
係
）

五

訓
練
期
間
中
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
の
要
件
に
つ
い
て
、
特
定
求
職
者
等
が
申
請
職
業
訓
練
を
受
け

る
期
間
が
三
月
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
月
に
少
な
く
と
も
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
二
条
第
十

四
号
関
係
）
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六

教
科
の
一
部
を
委
託
し
て
行
う
申
請
職
業
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
条
第
十
八
号
関
係
）

当
該
教
科
が
基
礎
訓
練
に
お
け
る
職
業
に
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
の
向
上
に
関
す
る
教
科
で
あ
る
こ
と
。

（一）

当
該
教
科
が
行
わ
れ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
講
師
、
訓
練
評
価
者
及
び
管
理
責
任
者
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

（二）

当
該
教
科
が
行
わ
れ
る
事
業
所
の
事
業
主
及
び
従
業
員
が
、
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
リ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

（三）
こ
と
。

第
二

認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
の
改
正

訓
練
施
設
内
保
育
実
施
奨
励
金
を
新
設
し
、
特
定
求
職
者
等
が
養
育
す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
に
つ

い
て
保
育
施
設
を
運
営
す
る
事
業
を
自
ら
行
い
、
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う
場
合
に
、
そ
の
事
業
に
要
し
た
経
費
に
つ
い

て
、
一
の
基
本
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
児
童
一
人
に
つ
き
六
万
六
千
円
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
八
条
第
五
号
関
係
）

第
三

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
改
正

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
に
寄
宿
手
当
を
新
設
し
、
特
定
求
職
者
が
認
定
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
同
居
の
配
偶
者
等
と
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別
居
し
て
寄
宿
す
る
場
合
に
、
給
付
金
支
給
単
位
期
間
当
た
り
一
万
七
百
円
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条

の
二
関
係
）

第
四

職
業
訓
練
の
認
定
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
及
び
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
の
延
長

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
附

則
第
三
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
の
認
定
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
及
び
附
則
第
三
条
の
三
に
規
定
す

る
特
定
被
災
地
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
の
特
例
を
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
。
（
附
則
第
三
条
及
び
附
則
第
三
条
の
三
関
係
）

第
五

労
働
安
全
衛
生
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
技
能
講
習
に
係
る
基
礎
訓
練
の
特
例
の
新
設

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
さ
れ
る
職
業
訓
練
の
う
ち
、
労
働
安
全

衛
生
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
技
能
講
習
（
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
車
両
系
建
設
機
械
又
は
玉
掛
け

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
修
了
資
格
の
取
得
に
係
る
内
容
を
含
む
基
礎
訓
練
（
道
路
交
通
法
第
八
十
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
大
型
特
殊
免
許
の
取
得
に
係
る
職
業
訓
練
を
併
せ
て
行
う
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
奨
励
金
の
額
を
一
月
当
た
り
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十
万
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
三
条
の
四
関
係
）

第
六

施
行
期
日

一

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
の
一

、

及
び
第
四
は
同
年
四
月

（一）

（三）

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

二

第
一
の
一

は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
さ
れ
た
認
定
職
業
訓

（三）

練
の
実
績
か
ら
適
用
す
る
こ
と
。

三

こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
。


